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 令和元年第６回桑折町議会臨時会（１１月１１日）において、本特別委員会が設置され

調査付託された事件について、このほど調査を終了しましたので、その結果を下記のとお

り、会議規則第７７条の規定により報告します。 

 

記 

１．調査事件  令和元年台風第１９号による災害対策等に関する調査について  

 

２．調査の目的 令和元年台風第１９号による災害対策と今後の水害対策に関する調査の

ため 

 

３．調査の経過 

 〇特別委員会設置 令和元年第６回臨時会 令和元年１１月１１日（月） 

  ・委員数  １１名 

  ・調査期間 調査事件に掲げる調査が終了するまで 

 

 〇第１回 令和元年１１月１１日（月） 

  ・委員長及び副委員長の互選について 

 

 〇第２回 令和元年１１月１９日（火） 

  ・令和元年台風第１９号災害対策等について、生活環境課長より説明を受けた。 

 

 〇第３回 令和元年１２月２４日（火） 

  ・令和元年台風第１９号災害対応及び災害に伴う国県補助事業への対応について、生

活環境課長より説明を受けた。 



 〇第４回 令和２年１月２３日（木） 

  ・各地区における避難状況について、生活環境課長より説明を受けた。 

  ・佐久間川など主な被災箇所における被災要因について、地域整備課長より説明を受

けた。 

  

〇第５回 令和２年４月２３日（木） 

  ・令和元年台風第１９号対応に対する町の検証結果について、生活環境課長より説明

を受けた。 

 

 〇令和２年７月１５日（水） 政務調査会として「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」

事業について研修会を開催 

  ・「東日本台風後における阿武隈川の対応状況」について、国土交通省東北地方整備局 

福島河川国道事務所 調査第一課長より説明を受けた。 

 

 〇第６回 令和２年７月１７日（金） 

  ・佐久間川改修工事について、地域整備課長より説明を受けた。 

  ・調査報告の時期と今後の調査内容について、協議・検討を行った。 

 

 〇第７回 令和２年８月１９日（水） 

  ・中間報告について、協議・検討を行った。 

  ・今後の調査内容について、協議・検討を行った。 

  

〇第８回 令和２年９月３日（木） 

  ・中間報告について、協議・検討を行った。 

 

〇第９回 令和２年９月１１日（金） 

  ・中間報告について、協議・検討を行った。 

 

〇令和２年９月１８日（金）  

・令和２年第７回定例会にて中間報告を行った。 

 

 〇第１０回 令和２年１０月２０日（火） 

  ・今後の調査内容について協議した。 



〇第１１回 令和２年１１月５日（木） 

  ・町内河川の改修状況について、地域整備課長より説明を受けた。 

 

 〇第１２回 令和２年１１月１９日（木） 

  ・新庁舎における防災機能について、新庁舎整備室長より説明を受けた。 

  ・「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」事業について、地域整備課長より説明を受け

た。 

 

〇第１３回 令和２年１１月３０日（月） 

  ・最終報告について、協議・検討を行った。 

  

４．調査の結果 

特別委員会は、令和元年１１月１１日の臨時会において設置され、令和元年台風第１９

号による災害対策等に関し調査を行ってきた。コロナ禍により調査が長期間となり、今回

最終報告を行うこととした。期間中、１）被害の概要 ２）対応体制 ３）情報提供と避

難所 ４）被災者支援と災害復旧 について調査を行い、９月に中間報告を行った。報告

後、町内の河川改修予定、「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト」の本町以外の支流の改修

計画並びに新庁舎における災害対応についても説明を受け質疑を行った。 

世界的な気候変動により、台風の発生頻度、進路、勢力等について想定することは、今

後なお一層難しくなるものと考える。今回の教訓を活かすべく、引き続きの調査研究を行

い、有事に備えていかなければならない。 

町当局は、中間報告のとおり情報提供の改善策を講ずると共に他の情報提供方法・町民

の情報リテラシー向上策等を研究し、的確に情報が伝わるよう努める必要がある。併せて、

防災訓練等を通して避難所の周知を図ると共に地域における防災意識の高揚と状況に応じ

た難を逃れる場所、避難方法について確認するよう啓発に努め、必要なものの備蓄や持参

を呼び掛けるべきである。 

また、国県に対して、現在予定されている計画の早期完了と更なる改良を求めるよう要

望する。 

議会としても、町内の中小河川改修の必要性、「阿武隈川流域治水対策プロジェクト」の

有効性等について、議会として高い関心を持っていくことを確認し最終報告とする。 


